
※今後の被害状況により、対象自治体が追加される可能性があります。

詳しくは、右の二次元バーコードから、北海道庁公式ウェブサイト内の

「赤潮被害へのふるさと納税を活用した支援」をご覧ください。

お申出の際に、被害自治体の一覧からご希望の寄附先を選択してください。

みなさまからのご支援を、心よりお待ちしております。

2021年９月から太平洋沿岸で発生している「赤潮」により、根室管内から日高管内にかけてサケ27,900尾、
ウニ約2,700トンに被害が出たほか、ツブ貝や養殖サクラマスなどの魚介類にも被害が及んでおり、80億円を
超えた被害額は今後さらに拡大するとみられています。（11月19日現在） 
今回の被害が回復するまでには、３年以上の年月がかかります。この間漁業ができなくなる漁業者の皆さんが、
再び漁を営むことができるよう、道ではふるさと納税の代理受付を行い、市町が取り組む赤潮被害対策を応援
します。 




